
土地利用計画策定会議（第２回）記録 
 

平成 26 年 12 月 10 日 19 時～20 時半 ＠役場大会議室 
 
１．開会（事務局：菅沼） 

メンバーの説明 
 
２．あいさつ（室長） 
 本日から実際の会議に入り、年度内に予定している１０回の会議を経て、最終的にゾーニングを行う。 
 本日は、土地利用計画の大枠について確認する。土地利用については、都市計画、農業振興等に影響が出

ることにはなるが、堅苦しく考えず、忌憚のないご意見をいただきたい。いただいたご意見は町でまとめる。

最終的には町民の皆さまに示し、その計画についてご判断いただく。 
今後の予定について、次回からはワークショップ形式で高森町を４地区（下市田、吉田、山吹、上段４区）

にわけて地域の特性などを検討し、ゾーニングを行っていく。２０２７年にはリニア中央新幹線が開通する

といった状況の中で、どんな土地利用がよいのかメンバーの皆さまで考えていただきたい。 
 
３．（株）地域総合計画 スタッフの紹介 
・（株）地域総合計画 について：  
 ・会社の所在： 須坂市 
・実績： 高森町において平成 25 年度に土地利用の基礎調査を請け負っていただいた。また、県内の多

くの市町村において、都市計画のマスタープラン策定等の実績がある（飯田市：交通計画、阿智村：バ

ス利用計画、駒ケ根：都市計画のマスタープランなど）。 
・この業者にお願いすること： 資料の作成、ファシリテーションの実施、その結果をまた次のワークシ

ョップに資料として提出していただき、計画をまとめていただく。 
・スタッフについて： 野平

のだいら

さん（主任技術者）、小平
こ ひ ら

さん、鈴木さん 
 
４．協議事項 
鈴木さんより「（別添）第１回資料」を用いて、町の現状について説明。 

 
処理事項 ■地域総合計画 ■町 
５．質疑 
■（メンバー）交通インフラ（幹線道路、施設への近接性）の資料が必要。歩道が整備されていない場所を

宅地とすることは難しいなどのことを考慮すべき。 
□（地域総合計画）各施設への分布図があるので、参考にすることはできる。道路の利便性については、ど

ういった範囲で調査するかといった点はあるが、接道条件について調べることはできる。条件が悪いとこ

ろは調べる必要があり、施設の分布と併せて分析していく。国道、主要町道、その幅員、歩道、交通量の

整備状況についても、次回には間に合わないかもしれないが、ある程度整理をする。 
 
■（メンバー）時間軸の視点が必要。例えば住宅不適地とした場合、住宅は昔からある場所だけど人がどん

どん減っているのか、または住宅が増えている傾向にあるのか、両パターンが考えられる。また農業につ

いて、５年前までは農地だったが、現在は農業ができなくなっているところはどこかを抑える必要がある。



そいった場所は農地としては不適。時間軸を捉えてほしい。 
□（地域総合計画）時間軸の視点の見方という重要なご意見をいただいたが、昨年実施した基礎調査は、本

来持っている土地のポテンシャル（＝社会的な条件に左右されない土地の条件、法的規制など）を中心に

調査してきた。当然時間軸と言った社会的な条件も考慮しなくてはならない。 
□（事務局）高齢化している地域はどこかといった資料を示すことはできる。その資料によって、ある程度

空き家が増えているところがどこか、逆に若い人はどこにいるかといったイメージを掴むことはできるは

ず。道路については、歩道の有無まではわからないのでは。実際に住んでいる皆さまに、そういった部分

を教えていただきたいと考える。ワークショップにはどういった資料が必要かといったご意見も教えてい

ただきたい。高森町の土地のポテンシャルについては、資料を見てもわかるとおり、傾斜地以外はなんに

でも適しているといえる。 
 
■例えば、「高森町をよくするためにどうするか」といった目的があったほうが、検討しやすいと考える。

そういった話し合いは今後していくのか。 
□（事務局）そもそも土地利用計画は、まちづくりプランの将来像に基づいている。「町の宝を活かす」と

いった表現もあったが、その宝は高森町のどこにあって、その土地を活かすにはどうしたらよいかといった

話を、各地域ごとに検討していく。どのようにしたら、高森町が目指す将来像に達することができるのか、

ある程度の便利さや守るべきものについて、結論は出ないかもしれないがご議論いただく。ワークショップ

のやり方としては、まず「どこの農地を守るのか」といったことが検討できれば、あとの土地についてどう

するかといった話になる。これまで高森町は人口が増え恵まれていたが、それに甘んじることなく、人口を

減らさないためにはどうするのか（どこを開発するのかなど）といったことも検討する。ただ、お願いした

いことは、このゾーニングは未来永劫続いていくものではなく、状況に応じて変わっていくということを念

頭においていただき、なるべく気楽にご議論いただきたい。 
 
■（メンバー）他のメンバーは土地を見ているのか心配。いろいろ検討しても、机上の空論のおそれがある。

住宅地、農地を決めたけど、本当にそれができるのか、現場を見る必要がある。本当にそこで稲作ができる

のか、小さい田んぼでは農業を続けることが難しいのでは。ちゃんと農業をやっているかどうかを見る必要

がある。高森以外の場所とも比較が必要。 
□（事務局）実際に現場を見るといった時間が取れるかはわからないが、各地区ごとに見ていき、山吹が終

わったら、その結果を次回に報告しながら進めていく。今後は航空写真がある中会議室で会議を行う。また

グーグルマップで見ながら進めるといったことも一つの方法。もう少し暖かくなったら（３月頃）、高森町

を一日かけてみて歩くことも良いかもしれない。それらを踏まえて微調整する。 
 
■（メンバー）これまでのまちづくりプラン策定の過程では、賃貸住宅に住んでいる人たちがどうまちづく

りに参加するかといった点が大きなテーマだった。可能であれば、集合住宅の場所がわかるとよい。  
□（事務局）（集合住宅を示した地図について）整理して資料としてお出しできると思う。資料「町内の人

口分布（P10）」の濃い赤部分は、アパートがあるところであり、戸建ではないことも見て取れる。 
 
■下市田は人が多いが、そこで育った子供は下市田には家を建てないといった傾向もある。何をもって適地

とするかについて、土地の値段も大きな要素となっている。「人が買える安い土地だから魅力である」「購入

できるから住むのに適している」といったことでは決してない。またどういった人が住むのかにもよる。例

えば、「都市部の人の定住を目的とした場所がよいのか」、「学校もないところに家を建てることが適してい



るか」といったことを考えるべき。牛牧についてはバスもあるし、数年後のリニア駅が近い。今の現状を見

るのか、数年先を見るのかといった視点によっても適地は異なる。普遍的に住んでいるところは良いところ

ともいえる。メンバーは感情を抑えて考えるべきであり、色を付けずに考えることが必要。 
□（事務局）おっしゃるとおり、牛牧は土地が安く、購入するにはメリットが高いといったことがある。逆

に吉田南は土地も高く、なかなか住む人がいない。地価公示が示されているポイントはわかるので、こちら

でその資料を示す。 
 
■（メンバー）牛牧、上市田に越してきた人に家を建てた理由を聞いたら、「ここは地震が来ないから」と

いった意見もあった。実際に上市田は災害が少ない。吉田南は水害があるので、今住んでいる人が越したい

と考えるくらいである。大事なことは、住宅地として安全かどうか、そして学校に安心して通いやすい場所

かどうかである。自分が土地を選ぶならどうかといった視点でも考えたい。道路も考慮することが必要。集

合住宅を持っているが、駅、郵便局、銀行、商業施設に近い方が、住んでいる人にとってはいいと思う。生

活には不便だけど景観を選んで住んでいる人もいるが、個人的な考え方が住宅地とはならないはずである。  
□（事務局）最終的には第１種農地は農地転用ができないと、農業委員会が決めることも予想され、建築確

認が下りないなどといったことも、今後予想される。その点を避けたうえで、今の住宅地以外で住宅地とし

て向いていそうなところがあれば、地区ごとに教えていただきたい。活断層がわかる資料も用意する。地域

総合計画で準備できる？（ハザードマップも準備） 
 
■（メンバー）その場所に住みたいから住むといった人もいるが、１軒だけぽつんとあるような場合に、水

道、下水道、インターネットなどのインフラ整備に要する費用（敷設にかかる費用、更新費用など）がわか

る資料が必要。 
□（事務局）上下水道を１ｍ敷設するのにいくらかかるのか、耐用年数がどのくらいかなどのわかる資料を

用意する。また、上下水道の管路網図も用意する。 
 
■（メンバー）農業を営んでいる立場として、水田、畑、果樹園などなんにでも適しているのが高森町だが、

どこでなにを作付しているのかがわかる資料は用意できるか。また農業従事者の年齢がわかる資料は用意で

きるのか。今後 50 年先に農地として守られている可能性を判断できる資料はあるか。 
□（事務局）おそらく用意することは難しい。３年前に農業委員会において後継者に係るアンケートは実施

しており、地区ごとにまとめたものはあるが、図面には落ちていない。どこでどういった作物を作付してい

るかはわからない。農業委員会には確認する。 
■（メンバー）田んぼと果樹園では、その用途は全く違う。 
□（地域総合計画）それがわかる資料はある。ただし、農業従事者の分布まで図面に落とすことはできない。

相当時間を要するはず。 
□（事務局）耕作放棄地の地図はある。そこから追っていくしかない。 
■（メンバー）農業委員会の選挙人名簿から構成を出せないのか。 
□（事務局）区ごとに示すことはできる。なかなか名簿も実際に農業をやっている人と合致していない。農

業委員会に確認する。 
 
□（事務局）将来性も大事だが、現状をしっかり把握するために、その場で見ていただく資料として用意で

きるものは用意する。ただ、こちらで用意した資料にひっぱられるのもどうかと考える。真っ白なところで

作業を進めていただきたい。資料はワークショップの会場で示す。メンバーの皆さまには、まちづくりプラ



ンの議論をしてきた経過を踏まえた上で、将来のまちづくりに向かって土地をどうするのかご検討いただく

が、次のステップとして景観の話もあるため、「高い建物はいらない」といったご意見もいただきたい。 
 
■（メンバー）農地の白地の部分において、過去 10 年において人口が増えてきているところがわからない。 

また一方で、空き家が進んでいるところはどこかといった点もわからない。時間軸との関係性について、考

える必要がある。 
□（地域総合計画）現在建設課で行っている都市計画の基礎調査の進行具合にもよる。直近の 10 年で考え

るのとその前の 10 年で考えるのとでは全く違う。 
□（事務局）建設課に進行状況は確認する。空き家については、現在、空き家がどこにあるのかを各地域に

確認している。そのデータが出てくれば、高齢化が進んでいる地域や空き家の状況もわかるはずであり、逆

に人口が増えているところもわかる。高森に残る人が減っている地域がどこかがわかる反面、他町村から高

森に若い人が引っ越してきている状況についてもわかるはず。今後、吉田河原の状況が牛牧で起きる可能性

もある。高森で育った子を高森に残すことが大切なことだと考える。 
 
■（メンバー）介護支援金の問題がある。自分の親を介護するために高森に呼ぶ例もあり、人口が増えるの

かもしれないが、そこには税金が使われるため、そろそろ考えるべき。 
□（事務局）貴重なご意見をありがとうございます。安心介護支援金の制度や医療費の突出といったことも

ある。そういった意見があったことは健康福祉課に伝える。 
 
□（事務局）年内にもう 1 度会議を実施したく、次回は 12 月 19 日（金）に行いたい。検討は、山吹区→

上段４区→吉田→下市田の順番で行う予定である。 
 
・まちプラ ２１施策を決めていただいたが、第１期の重点施策を話し合いをし、１つは「子育て」、もう

１つは「人口減少、少子高齢化」が全施策に横断的にまたがっているため 報告する 


